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HITAC 8350/8450

電子計算機システムの 計思想
Design PhilosophY Of HITAC8350/8450
Computer System

Hiて∂ChiComputer Systems8350and8450have been developed to achieve

highercost/performanceratioand higherreliab=tYthantheirpredecessor.Hitachi

Compute｢System 8000･The processor of these =eW mOdels features high

hp=t/outp=lth｢0=gh-P=tSUitab】eforon-1ineapplication,highreliabilitvinsuredby

the=Se Of app｢0Ved compo=e=tS.加proved m∂=e=Verabilitv bv the adopt10n Of

CO=SOledisplay･∂=e｢｢0｢ma=ageme=tSVStemC叩ableoffaiIuredetection一】ogg■=g.

a=d｢ecove｢∨′POWe｢COnt｢01f==Ctio=fac=tat■=g POWer SOurCeO=-Offoperation′

and thelike･Combined with new periferalequipment and soft ware these new

SVStemSa｢e∂bletoformahighlvcap∂bleunit.

m 緒 言

HITAC8300,8400,8500システムなどから成るHITAC

8000シリーズに,昭和46年に新たにHITAC8350,8450シス

テムが追加された｡この新システムは従来の実績を生かして,

さらにすぐれた性能,信根性および操作性を追求したもので

ある｡本稿は,このシステムの設計にあたっての考え方や特

長を処理装置に焦点をあてて紹介するものである｡

臣l設計思想

HITAC 8350,8450の開発にあたっての考え方を以下に紹

介する｡(図1,2)

2.1 性 能

従来の機種に比べより高い価格/性能比を追求したことは

もちろんであるが,特に近年オンライン化を希望するユーザ

ーが多いことを考慮し,次のような点に力を入れた｡
(1)ファイル用の一遍気ディスク記憶装置など高速の入出力装

置を接続するセレクタ チャネルを最大6チャネル接続できる

ようにし,システムのスループットをきわめて高いものにし

た｡

(2)多数の端末を持つオンライン システムが構成できるよう,

マルチプレクサ チャネルは最大約1,000回線の半二重回線を

扱うことができるようにした｡

(3)命令の実行時間についても,実際のオンラインのプログ

ラムをトレースした結果を利用し,使用≠頃(ひん)度の高い命

令の高速化に力を入れた｡

2.2 信乗員性･保守性

近年特にオンライン システムなどで高い稼(か)動率が要求

されるようになった｡この要求にこたえるため,信頼性,保

守性の向上には特に力を入れることにした｡

(1)実績のある部品の採用

基本回路,プリント基板などに従来のHITAC8000シリー

ズで十分信頼性が確認されているものを使用するようにした｡

またメモリなどには,その後のハードウェア技術の進歩によ

り,従来のものより価格的にも信頼性のうえからも改善され
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表I HトTAC8350/8450処‡里装置諸元

の性能,構成を示す｡

TabIelH=‾AC8350/8450 Processor

HITAC 8350/8450処理装置

Statistics

項 目 HITAC 8350 HITAC 8450

装主

記

置憶

メ モ リ 客 土 98-524kB 262～l′048kB

サ イ ク ル タ イ ム l.4/JS/4バイト 0.97〝S/4バイト

演

算

速

度

蔓…
加 算 2.9 〃S l.67/ノS

乗 算 2(】.8JJS 6.60/ノS

除 算 34.2/JS ll.37メ∠S

要…
加 算 13.14メノS 5.12ノノS

乗 算 46.31〟S 19.92/∠S

除 算 67.67JノS 36.28/∠S

転 送(10バイト) 15.2 〟S 12.34〟S

条件付 ブ ラ ン チ(成立) 2.75/ノS l.98〃S

チ

ヤ

ネ

ノレ

プマ

妄ル
サチ

チ ャ ネ ル 数 lへ-4 l-4

最 大 転 送 速 度 120kB/s 150kB/s

セ
レ

ク
タ

チ ャ ネ ル 数 2-6 2-6

最大転送速度/チャネル 400kB/s 520kB/s

プマフ

妄ル号
サチク

チ ャ ネ ル 数 0-1 0-･2

最大転送速度/チャネル lMB/s lMB/s

たものを多数採用し,従来のハードウェア技術と新しい技術

をうまく組み合わせ,現時点では最も信頼のおけるシステム

を提供するよう努めた｡

(2)高密度実装の採用

部品の数を減らすことは信束副生のうえから非常に望ましい｡

HITAC8350では20～30ゲートのMSI(Medium ScaleInte-

gration)といわれる高密度の集積回路,機械書きパターンの
多層プリント基板を使った高密度プラグインを採用すること

により,部品の数を減らし信頼性の向上を図った｡

*日立製作所神奈川工場
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図I HITAC8350システム

Fig.1HITAC 8350 System
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HlTAC 8350システムの一例を示す｡

(3)コンソール ディスプレイ

コンソールとして従来一般に使われていたタイプライタに

代わり機械的動作が少なく,したがって故障の少ないブラウ

ン管の文字表示装置を使うことにした｡

(4)エラー管理システム

計算機が誤動作したときは,(i)ただちに誤動作を検出する

ことによって,暴走の結果ファイルを破壊したりすることを

防ぎ,(ii)障害が発生したときのハードウェアの状態を記録し

て,保守担当者に障害個所究明の手がかりを与え,(鵡またエ

ラーを訂正したり,再実行したりすることにより.エラーの

回復をして自動的に処理を続行することが望まれる｡そのた

めに,次のようなハードウェアおよぴソフトウェアの機能を

用意することにした｡

(a)エラー検出回路

レジスタ,データ転送バスなどは8ビットごとに1ビッ

トのパリティ ビットを持ち,データ転送のたびにパリティ

検査を行なう｡また制御回路についても種々のエラー検出

回路を設ける｡

(b)エラー訂正機能

HITAC糾50は一般にメモリ容量が大きいので,メイン

メモリには1ビット エラーを自動的に訂正する機能を用意

し,メモリの誤動作によるシステム ダウンを減らすように

する｡

(c)エラー情報のロギング

エラー検出回路によって誤動作が検出されると,ただち

に命令の実行を中止して,そのときのレジスタ,フリップ

フロップなどの状態をメモリの特定エリアに格納する｡こ

の動作はログアウトと呼ばれる｡

こうしてメモリに格納されたデータは,エラー発生の時

刻や実行中のジョブの名前などとともに,ソフトウェアに

よっていったんディスク記憶装置にたくわえられる｡この

情報をあとで別のプログラムによって編集し印刷させるこ

とによって,何月何日の何時何分にどういう命令の実行中

にどんな誤動作が起こったかを知ることができ,障害個所

の探索が非常に容易になる｡

誤動作についての詳しい情報なしに,やたらとシンクロ
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図2 HITAC8450システム

Fig.2 HITAC8450 System

HITAC 8450システムの一例を示す｡

スコープなどを使って障害個所を捜すのは,半導体部品を

破壊したり,‡員傷したりするので好ましくない｡

入出力装置の回復不能エラー,回復不成功エラーも処理

装置のエラーと同様に,そのときの状態がディスクに記録

され,また回復可能エラーの回数もディスク上に記録され

て,といこ保守の貴重な情報として利用される｡

(d)命令の再試行

誤動作に再現性がなく,もう一度同じ動作をく り返せば

正常に処理できるときは,処理をやめずに動作をく り返さ

せることが望ましい｡HITAC8350では命令の実行中に誤

動作を検出したときは,再試行可能な状態であればプログ

ラムにより再びその命令をメモリから読み出して実行する

ようにした｡

(e)ジョブ切離し

マシン エラーが発生したプログラムが回復不能のときは,

一
盛l鳶暑
遠藤彦

､ご%;

区13 コンソール ディスプレイ HITAC8350/8450システムでは,

50字×20行のブラウン管文字表示装置がコンソールとLて使われる｡

Fjg.3 Console Display
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そのジョブを切り離して他のジョブにマシン エラーの影響

′が及ばないようにした｡

(f)メモリ谷量の変更

メイン メモリの障害の際は,ドくモ害を起こLたメモリを切

り離してアドレスづけを変更し,システムのメモリ苓遺を

縮少して使うことができるよう配慮した｡

(5)診断システム

障害が起きたときは修復しなければならないが,′違了一計算

機は非常に複雑な装置で部品の数も多いため,障害個所を捜

しあてるのが非常に凶雉である｡従来はもっばら保守上-まの経

験と勘に依存してきたが,ダウン タイム知縮の要求が高まっ

てきているのに,一方では計算機がますます複雑になり,設

置台数も増加してきたため従来の保守方法はしだいに困難に

なってきた｡

保守の作業効率を上げるために,HITAC8350にはマイク

ロプログラムを使った診断システムを用意した｡障害時には

次のような順序で故障個所の究明が行なわれる｡

(a)まず保守パネルを使ってマイクロプログラムが格納さ

れている固定記憶装置が正しく動作するか否かを調べる｡

(b)次にこの固定記憶装置に常f注している診断用のマイクロ

プログラムによって,診断に使われる基本論理および診断用

マイクロプログラムをロードする機能がチェ､ソクされる｡

(c)こうして動作が確認された論理を使って,磁気テープ

から診断用のマイクロプログラムを1ブロック読み込みメ

モリに格納する｡

(d)メモリにロードされたマイクロ70ログラムを1ステッ

プずつ実行し,基本的な論理から徐々に複雑な論理へと診

断を進める｡

(e)1ブロックの実行が終わリエラ廿を検出Lなかったと

きは,再び固定記憶装置内のマイクロプログラムに制御が

移り,次のブロックをロードし診断を続ける｡

このようにして障害を検出するまで診断が続く｡障害を検

出するとただちに診断の実行が止まる｡そのときのブロック

番号および番地を使って辞書を引くことによr),故障プラグ

インを知ることができる｡診断の実行に必要な時間は数分間

で,故障個所は一般にプラグイン1枚から10杖柑空の範囲に

指摘される｡

2.3 操作性

オペレータの作業効率を改善し,ひいてはシステムの処王翌

能力を向上させるために,操作性に関しては次のような考膚､

を払った｡

(1)コンソサル ディスプレイ

従来コンソールに使われていたタイプライタの印字速度は

毎秒10～20字程度で,人間が文字を読むスピmドに比較し非

常におそく,長いメッセージが汁l力されるとオペレ〉タは焦

慮しながら待っていなければならなかった｡またオペレータ

の応答待ちのメッセージの場合はその間プログラムの実行が

停止し,処理時間を長びかせる原因になっていた｡HITAC

8350/8450ではコンソールに毎秒1,000字の速さで文字を表

示できるブラウン管の文字表示装置を使用し,このような不

都合を解消した｡

(2)電源の集中制御

処理装置,入出力装置などはそれぞれ独立した直流電源を

持っており,従来は装置ごとに電源の投入,切断を行なわな

ければならなかった｡本システムでは,通常の処理装置が1台

のシステムでは,処理装置の電源投入,切断のスイッチの操作

によりシステム全体の電源の投入,切断をできるようにした｡

H809421/31

コンソールディスプレイ

標
準
マ
ル
チ
プ
レ
ク
サ

+
ぎ
ー

注:1.

2.MPX

3.SEL

4.BLMP):

主記憶装買

増設主記憶装置(131kバイト)

I

増設主記憶装箭(196kハイト)

I

増設主記憶装苗(9臥ハイト)

I
基 本(98k′(イト)

l演算処理装置
標準棍構

記憶装置保護機構(柑6kパイ

経時時計横横

インタパルタイマ樅構

警報機横

付加機構

増設記憶装置保云雪像構

(393kバイト,524kバイト用)

ヽ･------｢--ノ

HけAC835()

524

HITAC8350

393

HITAC8350

196

卜まで)

チ標

言霊+=

ル≡｢=

ダイレクト コントロール機構

(4トランク)

8210エミュレータ樵構

内がHITAC8350処理装置に標準として含まれるr付加穫構を除く)

マルチ7■レクサチャネル

セレクタ チャネル

フ■ロックマルチナレクサチャネル

図4 HITAC8350処‡里装置の構成 HITAC8350処理装置を構成する

名一種標準機構.付加機構を示す｡

Fig.4 Configuration of HITAC8350 P｢ocesso｢

(3)操作パネル

プログラムのデバッグのときなどに使われる操作パネルに

ついても次二のような考慮を払った｡

(a)アドレスの指定に読み取りやすいディジタル スイッチ

を採用した｡

(b)運転中誤ってスイッチに触れても動作に支障ないよう

対策した｡

(c)オペレータ用の機能と保守員用の機能を配置上分離した｡

臣l処理装置の構成

HITAC8350/8450処理装置を構成する標準機構および付

加機構について以下に概説する｡

(1)演算処理装置

処玉里装置全体を制御し,命令を実行する部分でマイクロプ

ログラムにより制御される｡基本回路としてはHITAC
8350に

はTTL(Transistor-Transistor Logic)がHITAC8450 に

はCML(Current Mode Logic)が使われている｡

(2)主記憶装置

プログラムおよぴデータを格納する部分で孝義気コアが使用

されている｡メモリ容量はHITAC8350が98～524kB,HIT
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主記憶装置

腰
コンソールディスプレイ

増設主記憶装置また1ま

(262kバイト)

l

増設主記憶装置

(262kバイト)

標
進
T
マ
ル
チ
プ
レ
ク
サ

チ
ャ
ネ
ル+
≡
- ≡ー

■■

-

-･･■

-

l■■■■■

メモリシェア付

増設主記憶装置

(262kバイト)

X l

メモリシェア付

また(ま増設主記憶装置
(262kバイト)

l t
増設主記憶装置(131kバイト)

l

増設主記憶装置=31kバイト)

I

基 本 (282kバイト)

演算処理装置

8450

8450

8450

8450

m瀾珊瑚㈹品■393

標準機構

記憶装置保護機構

(524kバイトまで)

経時時計横横

付加機構

増設記憶装置保護機構

(524kバイトを越える)

ダイレクト コントロール

機構(6トランク)

三雲J
ルき｢=
タ

注:1･ 内がHlⅧC8450演算処理装置に標準として含まれる(付加機構を除〈)｡

2.MPX=マルチプレクサチャネル

3.SEL=セレクタ チャネル

4.BJMPX=ブロックマルチプレクサチャネル

図5 HITAC8450処理装置の構成 HITAC8450処理装置を構成する

各種標準機構,付加機構を示す｡

Fig.5 Configuration of Hn‾AC8450 Processor

AC8450が262～1,048kBで,サイクル タイムは前者が1.4

〃S,後者が0.97/∠Sであー),一度に4バイトのデータの読み書

きを行なう｡

(3)マルチプレクサ チャネル

低速の入出力装置や通信回線との間でデータの転送を行な

う部分で,基本構成で1チャネル,最大構成で4チャネルで

ある｡

(4)セレクタ チャネル

高速の入出力装置や補助記憶装置との間でデータの転送を

行なう部分で,基本構成で2チャネル,最大構成で6チャネ

ルである｡

(5)ブロック マルチプレクサ チャネル

高速大容量の磁気ディスク記憶装置用のチャネルでHITAC

8350には1チャネル,HITAC8450には2チャネル付加する

ことができる｡

(6)記憶装置保護機構

主記憶装置の2kBごとにキーを持たせることにより,プロ

グラムの誤りによr)他のプログラムが格納されている主記憶

装置のエリアを破壊したり,また他のフロログラムのエリアか

らデータを読み出したりしなし､よう監視し,記憶装置の内容

を保護するものである｡
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(7)経時時計機構

プログラムで指定した時間が経過すると割込みを発生し,

経過時間の管理などに使われるものである｡

(8)インタパル タイマ機構(HITAC8350のみ)

16ビットのカウンタで100JJSごとに更新され,あふれると

割込みを起こす｡経時時計機構よりも微小な時間のカウント

ができ,またプログラムのループやハングアップ状態の検出

に使われる｡

(9)警報機構(HITAC8350のみ)

機器の異常やインタパル タイムのあふれを検出したときベ

ルを鳴らすものである｡ベルは別室に取り付けることもでき

る｡

(1q)ダイレクト コントロール機構

2台の処章里装置の間,処理装置とシステム コンソールの間

などで情報の転送を行なうものである｡

(川 8210エミュレータ機構(HITAC8350のみ)

エミュレータ用のソフトウェアとともに使われ,HITAC

8210のプログラムをそのまま実行できるようにするもので,

HITAC8210から同8350への移行を容易にするためのもので

ある｡

(1勿 コンソール ディスプレイ

H-8094形コンソール ディスプレイが,コンソールとして

使われる｡これはブラウン管の文字表示装置で,処理装置か

ら1,000バイト/秒の速さで送られてくるメッセージを50字×

20行の画面に表示する｡従来のタイプライタに比較し速度が

速いため操作性がよく,また故障も少ない｡付加機構として

ハードコピー用のプリンタを接続することができる｡

巴 周辺装置

HITAC8350/8450システムで使われる代表的周辺装置を

以下に紹介する｡

4.1 ディスク記憶装置

ディスク記憶装置としてはH-8548/8578形ディスク記憶装

置とH-8549/8589形ディスク記憶装置が用意されている｡

H】8548/8578形ディスク記憶装置は,記憶容量29Mバイト

/スピンドル,平均位置決め時間60ms,データ転送速度312

kIi/sで,H-8548形ディスク制御裳置に2～9スピンドルの

H-8578形ディスク駆動装置が接続され,HITAC 8350/8450

のセレクタ チャネルに:接続きれる｡

H-8549/8589形ディスク記憶装置は,記憶容量100MB/ス

ピンドル,平均位置決め時間30ms,データ転送速度806kB/s

で,H-8549形テふィスタ制御装置に2-8スピンドルのH-8589

形ディスク駆動装置が接続され,HITAC8350/8450のブロ

ック マルチ70レクサ チャネルに才妾続される｡

4.2 磁気テープ装置

磁気テープ装置としては,H-8455形磁気テープ装置,H-84

53形磁気テープ装置などが用意されている｡

両者とも1,600bpiの位相変調記録方式を採用しており,H-

8476形磁気テープ制御装置によって制御される｡H-8455のデ

ータ転送速度は,240kB/s,H-8453のデータ転送速度は120

kB/sである｡

H-8455形磁気テープ装置には自動装項(てん)機構がついて

おり,磁気テープを装置に取り付けてロードボタンを押すだ

けで磁気テープの装着ができるため,耳滋気テープのかけ香え

に要する時間が短縮され,システムのパフォーマンスの向上

に貢献している｡
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図6 H‖‾AC8350バッチ システムの例

成を示す｡

H-8548-1

デイネク制御輩置-

208A

制御叢置

H-8578-10

30Mバイト

30Mバイト

H-8453

磁気テ｢プ装置

柑Ok′吋.ト

HITAC 8350処理装置を使った標準的なバッチ システムの構

Fig.6 Example of HITAC8350Batch System

4.3 カード読取機

カード読取機としては,読取速度1,000枚/分のH-8287形カ

ード読取機および読取速度1,600枚/分のH-8288形カード読取

機が用意されている｡

4.4 ラインプリンタ

ラインプリンタとしては最高印字速度1,250行/分のH-8246

形ラインプリンタおよび最高印字速度600行/分のH-8245形ラ

インプリンタが用意されている｡

8 ソフトウェア

5.1 E DOS

EDOS(Extended Disk Operating System)は主として

中規模のシステムで用いられるものである｡EDOSは従来の

HITAC8000シリーズで便ゎれていたDOS(Disk Operating

System)をベースにして機能の強化を図ったもので,次のよ

うな点に特長がある｡

(1)バッチ処理能力の向上

ジョブ管理が強化きれ,3個のジョブ ストリームが同時に

処理できるようになり,新しく設けられた入力リーグ,出力

ライタとともにバッチ処理能力を大きく向上させている｡

(2)すぐれたオンライン処理能力

MCP(Multi-ChannelCommumication Program)が通信

制御に用いられ,管手堅プログラムのマルチ タスク機能などと

ともにすぐれたオンライン処理能力を提供する｡

5,2 EDOS-MSO

EDOS-MSO(Extended Disk Operati叩System Ⅵrith

Multi-Stage Operations)は,メモリがおもに196kB以上の

大規模なシステムで使われる｡このシステムは,大規模バッ

チ,大規模オンラインおよぴリモート バッチを同時に処理す

ることができるものである｡

このシステムの特長としては,次のような点があげられる｡

(1)マルチ ステージ方式によるメモリ管理

メモリの管理にマルチ ステージ方式が採用されており,こ最

大12個のジョブストリームを同時に処理することができる｡

(2)ディスク ファイルの自動割当て

ユーティリティ プログラムによって前もってファイルエリ

アを割り当てておかなくても,プログラム実行時に必要な大

きさのエリアが確保され割り当てられる｡

(3)AVR(Automatic VoluIne Recognitiom)機能

ディスク パックや磁気テープをどの装置に装着しても,管

理フロログラムが自動的に装置との対応を検知するので,オペ

レータや7bログラマはどの装置を使うか知らなくてもよい｡

H-8578-12

デイスタ駆

30Mパイ

30Mバイト

H-8578-11

30Mバイト

(4)向上したオンライン処理能力

オンライン システムでは通信管理70ログラムとしてBCS

(Basic Communication Support)またはMCS(Mult卜Cha-

nnelCommunication Support)が使われ,最大64個のタスク

の同時処理ができる｡

(5)向上したバッチ処理能力

最大3個の入力リーグ,6個の出力ライタおよび14個のジ

ョブを同時に実行できる｡

(6)マルチ コンソール

2台以上のコンソール装置をそれをれ別のオペレータが使

うことにより,目的別にコンソールを使い分け,オペレータ

の負担を軽減することができる｡

(7)障害制御機能の強化

ハードウェアによって検出された障害,入出プ争動作の時間

監視などソフトウェアによって検出された障害は,すべてデ

ィスク記憶装置などに記録されて,保守上の貴重な資料とな

る｡記録をとったあと,障害からの回復,回復不能部分のシ

ステムからの切離しが行なわれる｡

l司 システムの構成例

HITAC8350処理装置を中心とする標準的なバッチ システ

ムの構成例は,図6に示すとおりである｡

l】 結 言

HITAC 8350,8450システムは,HITAC 8000シリーズの

実績を生かし,さらに高い価格/性能比,信板性を目標に開

発された｡処理装置の特長としては次のような点があげられ

る｡

(1)オンライン システムに適した高い入出力スループット

(2)実績ある部品,高密度実装方式の採用による信頼性の向

上

(3)コンソールディスプレイの採用による操作性の向上,シ

ステム スルー70ットの向上および信頼性の向上

(4)エラー管理システムによる強力な障害の検出,記録およ

び回復の機能

(5)電源の集中制御機能,機能が豊富で使いやすい操作パネ

ルによる操作性の向上

これらの特長を持った処理業置は,新しく開発された周辺

装置,ソフトウエアと組み合わされて強力なパッチ システム,

オンライン システムを構成することができる｡
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特 許 と 新 案

日二立製作所では所有している全部グ)牛革許･実用新案を全て

有イ笛開放しております｡

このリストには､日二立製作所所有の特許･実J召新案で､臼

二立製作所･が実際にイ費用したものの中から､選んで掲載いたし
ま した｡

なお､照会･実卜施のご希望のございます場合は右記までご

連糸各榎巨います｡

■ 制御および保護装置

間合先:匡l内関係･日立製作所特許部特許′旨業グループ

き毎外関係･日立製作所匡l際事業部欧米部

電 話:(03)270-2111(大代表)

住 所:〒100東京都千代田区大手町2-6-2(日本ビル)

常緑番号 公告番号 名 称 登錨番一弓一 公一芹番号 名 称

:持542731

実873666

43-12846

43-25480

交流励磁機による同期機の駒磁調 桔 457615 40-10095 表示線監視凹路

整装置 柑 549812 44-1790 同期検出装置

電源開閉時のパルス誤横算肪止装置 柑 633502 46-22701 比較回路

特 494792 41-22139 高速度速断器制御装置 桔 601576 45-13842 デⅥタ‾交換装置

特 440877 39-21013 鋼帯長測定装置 :帖 594564 45-19756 f成美イ‾i言号検出装置

特 579219 45-2934

43-4885

化さ讃継電装置 実 873729 43-27852 タイムリレーの構造

特 533882 帆護継電装置 桔 291287 36-14159 電動発電機の走速制御装置

特 574293 44-30418 表示線保撼継電装置 特 547871 43-25097 エレベータの全自動粁管理業置

特 580410 45-3145

41-14327

電力平衡継電方式 リミ 790889 40-22047 表示線監視回路

特 488312 計数一日柑各 実846114

実768459

42-6412 直l充電動機の電機子反作用

特611196

特569284

45-39761

44-23693

ベルトン水車に於けるニートル弁 補悦装置

開度の不平衡検出装置 39-27030 電磁才妾触器

ダム水†_､〉二自動制御装置 三拝 620601 46-6462 搬送伯L獲継電装置

特 481615 41-8417 静_lトリレ【用表示回路 実 751644 39-11644 故障表示装置

特 563226 44-15445 付.和比較形母線保.穫継電装置 実 948836 46-15407 火力タmビン発電機の揃連装置

特 492552 41-19378 仏和比較形母線佗.攫継電方ノ℃ 柑 594514 45-17277 速度継電器

特 609798 45-35252 制御整流器の故樺検出装置 特 574287 44‾29813 継電装置

特4639鵬

特498855

40-17733

42-1126

若電流特性を有する方向比較搬送 特 594517 45-17278 速度継電器

保.穫継電装置 リミ 844346 42-17923 計数回路

方向比較にもとずく†札穫継電方式 実 849251 42‾740 て亨竿報イ主i弓･装置

特 520887 43-327 搬送保臆継電方式 尖 835729 41-6102 表示装置

特 544274 43-26646 搬送帆穫継電装置 亡夫 789995 40-22058 非常釦カバ【取什け構造

特261156

特596182

34-10423

45▼16286

直接式遠方制御の連絡線異溝電Jl三 実 588247 38-26802 ピンボードプログラマ

対JJL装置 亡夫 833527 42¶4677 蛸錠装置

選択制御回路 リ三 891849 44-10883 可逆､非可逆両用リレー計数川路

実 799710 40-32236 L白二流電動機の速度検出装置 ′夫833511

一丈823606

42-1084 樹脂モールドにおける内蔵部品の

桔 515167 42-22253 トロリー線継緑検出装置 保盛装置

特 542726 43-24244 配電線恍.護装置 39-32476 多数表示灯の点検装置

実 897234 44-16828 放l苺検出装置 `夫 809805 41-4742 電動操作開閉器

■ 整流器

登録番号 公告番号 名 称 登録番号 公一行番号 名 称

特 617436 44-17669 高耐圧拡散型-､【仁導体整流板 特 629525 41-38274 インバータ装置

持 469998 39-18233

38-11138

金口ウの処理方法 特 501047 42-5812 ､t七導体整流器の帆穫装置

実 733943 '卜導体整i先業置 特 510779 38-16978 両極性電解電源装置

実 934793 45-30262 半導体整流器の冷却装置 実 833522 42】3853 変圧整1充署詮の冷却装置

■ 高電圧発生装置

登録番号 公告番号 名 称 登録番号 公告番号 名 称

特 609776 45-39138 高電柱発生装置 実 912130 45-7585 電～〈集摩器

特 63粥21 46【31425 絶縁スへ一サ 特 434821 39-11350 荷電粒子加速装置

実 904641 44-28587 高電圧発生装置 実 934772 45-30318 粒子加速装置

実 908015 44-31555 イJ■子電Jlミ式電源の事故表示装置
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